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巻頭図版 1

1 .村山浅間神社 (静岡県富士宮市村山)

2.村山集落

(富士の頂きの前に村山浅間神社の森、赤鳥居付近に山本商庖調査区、火の見櫓下に児童公園調査区)



巻頭図版2

1. W絹本着色富士量奈羅図』に描かれた「富士山興法寺(村山浅間神社)j

2. r山内屋敷分配井略譜蝶j (天保3年)掲載の村山集落絵図
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1.本書は、静岡県富士宮市村山に所在する村山浅間神社遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、平成20年度富士山世界文化遺産登録事業に伴う埋蔵文化財発掘調査等業務として、静岡県

の委託を受け、文化庁及び静岡県教育委員会の指導のもと、富士宮市教育委員会の協力を得て、財団

法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成20年4月から平成21年3月まで実施した。

3.調査体制は次のとおりである。

理事長 遠藤亮平

所長 清水哲

次長兼総務課長 大場正夫

次長兼調査課長 及川

次長兼事業係長 稲葉保幸

調査研究員 勝又直人遠藤圭一矢島

4.現地での掘削業務は株式会社矢部工務店、測量作業・遺物の実測・写真、報告書図版の一部につい

ての作業は株式会社フジヤマに委託した。

5.本書の掲載写真のうち現地調査状況写真については調査担当の調査研究員が、遺物写真については

株)フジヤマが撮影した。『絹本着色富士霊茶羅図』は富士宮市教育委員会の資料を借用して富士山本宮

浅聞大社の許可を得て掲載した。「山内屋敷分配井略譜蝶」は富士宮市教育委員会の資料を許可を得て

例

司

掲載した。

6.発掘調査資料は全て静岡県教育委員会が保管している。

7.本書の執筆分担は下記のとおりである。編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

第 I章及川司

第E章~第V章矢島

8. 当該調査において下記の方々に指導・助言を賜った(敬称略、五十音順)。

伊藤 昌光(富士宮市教育委員会教育文化課学芸員) :現地踏査

植松 章八(富士宮市文化財保護審議会委員) :現地調査

梶山 沙織(富士宮市教育委員会教育文化課学芸員) :現地踏査

金子 智(愛知県高浜市やきものの里かわら美術館):出土瓦

建部 恭宣(静岡県文化財保護審議会委員) :出土釘

中野 晴久(愛知県常滑市教育委員会) :出土常滑産陶器

藤i宰 良祐(愛知学院大学文学部教授) :出土瀬戸産陶磁器

堀内 秀樹(東京大学埋蔵文化財調査室) :出土近世陶磁器



凡例

本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

1.本書で用いた遺物・遺構等の位置を表わす座標値は、すべて日本測地系による。

2.調査区の国家座標の起点は以下の通りである。

山本商庖調査区 X座標:-82017.33 Y座標:15047.60 

児童公園調査区 X座標:-81968.17 Y座標:15031.19 

村山古道調査区 X座標:-81819.72 Y座標:15120.17 

3.掲載遺物の欠損値については括弧書きとした。

4.出土遺物の縮尺は、原則として、陶磁器・石製品は 1/3、土製品は 1/2、金属製品(銭貨)は

1/1、金属製品(煙管)は 1/2とし、それぞ、れスケールを付しである。

5. 本文中もしくは観察表に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色!撮~ (農林水産省技術会

議事務局監修 1992)を使用した。

6.本文中の遺構・遺物に関する表記は以下の通りである。

TR:トレンチ

7.第2図関連遺跡地図は国土地理院発行1: 200，000地形図「静岡JI甲府」を複写して加工・加筆した。

第3図周辺遺跡分布図は富士宮市教育委員会「富士宮市遺跡地図一第3版J(2000)を複写して加工・

加筆した。附図第3図は「富士宮市都市計画図 (E-5、E-6) 1: 2， 500Jを複写して、昭和9年帝国

市町村地図刊行会発行「静岡県富士郡富士根村土地買典」と地籍図を参考にして加工・加筆した。

8.参考文献については、 32ページにまとめた。
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第 I章調査に至る経緯

第 I章調査に至る経緯

富士山の世界文化遺産登録を目指して、静岡・山梨両県による富士山世界文化遺産登録推進両県合同

会議が平成17年12月に発足し、平成18年5月"'10月には二県学術委員会・静岡県学術委員会・山梨県学

術委員会により「暫定リスト素案」の検討が行われた。同年11月には「暫定リスト素案」を決定、文化

庁に提出された。平成19年 1月、文化庁は富士山を日本の世界文化遺産暫定リスト追加候補資産に選定、

それを受けて外務省は追加候補資産を記載した暫定リストをユネスコに提出した。平成19年6月27日、「第

31回ユネスコ世界遺産委員会」において、富士山の暫定リスト登載が報告された。この結果両県は平成

19年度から、富士山の世界遺産推薦書案の作成、国へ提出する作業を進めることとなった。

推薦書案をまとめるにあたっては、登録資産を検討・決定し、顕著な普遍的価値を証明するための調

査・検討を行い、世界遺産の登録基準への適合、資産の真正性、完全性を証明すること、国の文化財に

指定されていない資産については国指定文化財とすること、登録資産の周囲にこれを保護するための緩

衝地帯を設定すること、保存管理計画を策定することが必要となる。これらの作業を進めるにあたって、

静岡県は、県と市町の役割分担を明確にして、関係市町の負担を軽減するとともに作業のスピードアッ

プを図ることとした。

静岡県と関係市町の作業分担を検討する中で、県が担当する作業の一部を財団法人静岡県埋蔵文化財

調査研究所に委託することが検討された。前述のように登録資産について国指定文化財であることが必

要であり、未指定の登録資産については、指定に向けての調査等の作業が必要となる。関係者協議の結

果、富士山本宮浅間大社、山宮浅間神社、村山浅間神社、大宮・村山口登山道、山頂信仰遺跡に関わる

発掘調査等の業務を平成20年度、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所に委託することとなった。

村山浅間神社の調査は、これまで、に富士宮市教育委員会が行った境内地の確認調査の補足と宿坊の状

況を確認することを目的とした。
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第E章遺跡周辺の環境

第 1節地理的環境( 第1図、第3図、附図第1図、第3表)

村山浅間神社遺跡は、静岡県富士宮市村山に位置する。村山浅間神社境内地は平成13"-'15年度に富士

宮市教育委員会によって発掘調査が行われ、平成14"-'15年度に村山浅間神社調査研究会の村山浅間神社

学術調査事業が実施された。今回の調査はこれらの調査報告書に多くを負っている。
はぶな

遺跡の所在する富士宮市は、北に御坂山地、東に富士山、西に天守山地・羽鮒丘陵、南に白尾・明星
うるいがわ

山丘陵が位置し、芝川・潤井川や富士山麓の湧水が流れる自然に恵まれた地である。豊かな自然環境は

観光業だけでなく、酪農業や養鱒業にも利用され、近代以降は豊富な水源を利用して製糸業や製紙業が

発展した。近年は、輸送用機械や化学工業・医療用機器等の企業も進出している。市街地は、潤井川の

沖積地に形成され、浅間大社の門前町、富士登山口、東梅道と甲州を結ぶ交通の要所として発展し、現

在も ]R身延線や国道が走る交通の要地となっている。裾野や丘陵には山林や畑が広がっているが、近

年は工業団地が建設され、市街地隣接地域では宅地化が進行している。気候は温暖であるが、 3，OOOmを

越える富士山の裾野から35mの潤井川下流域まで標高差があるため、地域により違いが生じている。行

政区域は、県東部に位置し、東は富士市・駿東郡小山町、西は富士郡芝川町、山梨県南部町・身延町、

南は富士市(旧富士川町)、北は山梨県南都留郡鳴沢村に接している。市域は富士山の西南麓に広がり、

南北の長軸は29.04km、東西は19.5km、面積は314.81kniである。

村山は、市中心部から北東へ約 6km、標高約500mの富士山南麓の平坦地に位置している。地質的には

新富士旧期溶岩類の元村山溶岩流末端部付近にある。平坦地の東にある村山浅間神社境内地には、県指

定天然記念物の大スギやイチョウがそびえ、水垢離や生活用水に利用された龍頭池の湧水がある。北は

富士の裾野が広がり、東は神社付近を水源とする村山沢が南西に渓谷を刻んでいる。南は宮前から約200m

に東見付跡、西は宮前から約550mに西見付跡がある。集落の南を国道469号が東西に走っている。集落

は、村山浅間神社前から西に延びる道沿いから派生して形成され、酪農や農林業が営まれている。

神社西側から北北東に延びる「六道坂」と通称される登山道は、林道となって富士山スカイラインに

合流する。東見付跡は、吉原道を通って村山に入る不審者を取り締まる場所であった。吉原湊・吉原宿、

六所浅間神社、東泉院、三ツ倉、杉田、石原、横沢を経由して村山に至る吉原道には、現在も「村山道」

の道標が所々に残されている。東国方面からの参詣者や海路を利用した参詣者が吉原道を利用した。し

かし、近世になると西国方面の参詣者からも、大宮経由よりも距離的に近い、岩淵、富士川、岩本、凡

夫川、久沢、杉田、石原、横沢を経由して東見付から村山に入る者が出てきた。大宮の道者宿坊と村山

三坊の閣で参詣者の奪い合いが生じ、大宮を経由するよう代官の制札も出されたが、徹底されなかった。

西見付跡は、大宮道を通って村山に入る不審者を取り締まる場所で、あった。西国方面からの参詣者は、

岩輔、富士川、岩本、黒田、大宮浅間神社、塞の河原、粟倉を経由して西見付から村山に入った。国道

469号線を西に下ると約2kmで、山宮工業団地、東は富士市大淵を経由して約llkmで、裾野市の十里木に至る。

西見付跡の交差点を右に曲った富士白糸滝公園線は、約 2kmの篠坂で表口登山道と交差する。

東西見付跡と国道469号の標高約480mより急傾斜地となり南に向かつて落ち込む地形となっている。

国道469号線からの眺望は、南に富士宮・富士の市街地を見下ろし、伊豆半島から日本平に至る駿河湾の

海岸線、西に南アルフ。スの山々、北は神社の森や大スギを凌駕して富士の頂がそびえている。今川家文

書は「村山室中(社中)J と記し、出入を制限し魚類の売買等を禁じた。富士山麓にバルコニー状に孤立

した地形が、村山三坊を中心とした修』験集落の形成を促したー要因で、あったと考えられる。

- 2 -



第E章遺跡周辺の環境

第2節歴史的環境(第2図、第3図、第1，...， 4表)

だいとうりょうごんげん

村山浅間神社遺跡は、標高約500mの富士山南麓の平坦地に立地する社寺・散布地であり、大棟梁権現
ちせいほう

社・大日堂・七社浅間社の霊験所を管理する大鏡坊・池西坊・辻之坊の村山三坊が支配した修験集落・

宿坊集落の遺跡である。周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲は、南北約300m、東西約450mを測り、平成13'"'-"

15年の範囲確認調査において、村山浅間神社境内地から縄文土器、平安・中世・近世の遺構・遺物が発

見されている。
かくやひめ

富士山信仰の形態としては、噴火を鎮めるために富士山と祭神 (r浅間大神J r浅間大菩薩J r赫夜姫」
このはなさ く やひめのみこと

「木花佐久夜昆売命」等)を蹴った「浅間信仰」、山岳を神霊や祖霊の住まう霊地として崇める山岳信仰
しゅげんどう かくぎょう じきぎょうみろく

が、密教・道教、シャーマニズムや神道の影響のもとに作り上げた「修験道」、長谷川角行・食行身禄
せんげん

らが現世利益の加持祈祷や「仙元大菩薩(仙見)Jへの帰依を説き関東一円の民衆によって支持された「富

士講」が挙げられる。富士山周辺には、多くの関連遺跡があり、富士宮市内にも点在している。浅間信

仰関連遺跡は、浅間大社遺跡、山宮浅間神社遺跡があり、大宮司職にあった富士氏の居館跡である大宮

城跡も、 11世紀から16世紀までの政治と宗教の様相を考察する遺跡として重要である。修験道関連遺跡

は、村山浅間神社遺跡、経簡の残欠・経骸・土器が発見された富士山頂の三島ヶ獄経塚、中宮八幡堂跡

等の山中施設跡を巡る大宮・村山口登山道がある。富士講関連遺跡は、人穴浅間神社と富士講碑塔群遺

跡がある。

「富士山信仰J r村山浅間神社(富士山興法寺)J r修験集落」に焦点を絞り、歴史を概説する。

縄文時代は、神社境内地から縄文土器が出土し、南西へ600m'"'-"1.6km下った標高350'"'-"400m付近に、

社領東遺跡、社領西遺跡、中村谷戸遺跡、社領遺跡、ワラビ平遺跡等の縄文時代中期及び後期の遺跡分

布区域があり、噴煙をあげ火砕物噴火を繰り返す新富士火山の裾野に生きる縄文人の痕跡が確認できる。
えんのおづ由

飛鳥、奈良時代は、聖徳太子の富士登山や役小角による富士開山などの伝承のみ残され、確実な史料は

不足している。平安時代の初頭は、延暦の大噴火 (800'"'-"802)や貞観の大噴火 (864'"'-"866)等の富士山

の火山活動が活発な時期であり、明神に列せられた浅間神の位階は次々に上昇している。神社境内地か

ら検出された 9世紀後半'"'-"10世紀前半の竪穴住居跡と溝はこのような社会背景の中で構築されている。
まつだいしようにん

平安末期は、村山の歴史に一時代を画した末代上人が活動した時代である。末代上人の事績は、『本朝

世紀~ (平安末期成立)、『地蔵菩薩霊験記~ (鎌倉期成立)、『浅間大菩薩縁起~ (建長3 (1251)年書写奥

書)、「実相寺衆徒愁状J (文永5 (1268) 年 8 月)、『駿河国新風土記~ (天保5 (1834)年新庄道雄編)
ゅうかん そうとうさん

等の史料に記載されている。末代上人は、元は有鑑と名乗る駿河国の人で、伊豆国走湯山で修業を重ね、

天承2 (1132)年に富士登頂を果たした。以後頻繁に登頂して山頂に密教法具を奉納するとともに、帰

依を受けた鳥羽法皇の写経を埋納した。昭和5年に出土した「承久J (1219'"'-"1222)や「末代聖人」と記

された三島ヶ識経塚の遺物は、末代の信仰を受け継ぐ山林修行者の存在を裏付ける史料である。山頂の

大日寺を始め山内の修行拠点を整え、即身仏となった末代を「大棟梁」と仰ぐ山林修行者は村山に集い、
りょうじんひしょう

『梁塵秘抄』に「駿河の富士の山」と歌われた霊験所と信仰集団が形成されていった。
らいそん

中世の村山には富士行によって山林修行者を組織した頼尊が現れる。頼尊の事績は、『駿河国新風土記』、

!日大鏡坊富士氏文書「富士山伝記井興法寺暦代写J (K55)、案主富士氏記録「富士大宮司系図」等に記

されているが、伝説に彩られている部分も多い。『駿河国新風土記』は、「丈保年中の人なり J r富士行は

此人を以て祖とす」と記し、鎌倉末期の文保年間 (1317'"'-"1319)に生涯活動の中心を置き、 12人の山伏

が4人ずつ峰入修行をする富士行を始めたことを指摘している。「興法寺暦代写」は、七社大権現の勧請

を頼尊の事績としている。「富士大宮司系図」は、二十一代大宮司直時の従兄に「頼尊 富士正別当、村
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第3歯周辺遺跡分布図(1/10，000)

第2表関連周辺遺跡地名表

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

遺 跡 名

村山浅間神社遺跡

社領西遺跡

社領東遺跡

中村谷戸遺跡

社領遺跡

ワラビ平遺跡

称

村山浅間神社のイチョウ

村山浅間神社の大スギ

時 代

縄文、平安、中世、近世、近現代

縄文(中)

縄文(中)

縄文

縄文

縄文

県指定天然記念物

県指定天然記念物
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山三坊等の祖」と記し、大宮浅間社と村山三坊との関係を指摘している。鎌倉から室町前半の村山をう

かがい知ることのできる大日如来像が大日堂に残されている。大日如来は、富士浅間大菩薩の本地仏で
きょうりょうりんじん

あり、念怒形の不動明王が大日如来の教令輪身である。悟りの境地を示す法界定印を結び結跡朕坐する

木造胎蔵界大日如来坐像の脚部裏には「正嘉三年未年J I願心聖人 覚尊」の墨書があり、地震・暴風雨

等の自然災害や群盗の蜂起による社会不安が増大した1259年に覚専が奉納したことがわかる。衆生の煩

悩を仏の悟りにくみこむ智拳印を結び結蜘朕坐する木造金剛界大日如来坐像の胎内銘には、制作年代・

奉納者等の墨書があり、文明10(1478)年に、大宮苛忠時とその子親時、興法寺の大檀那で大測の住人

度辺清左衛門尉が奉納したことがわかる。さらに「富士山興法寺」の運営は、寺務大鏡坊成久、寺家法

明坊重報によって担われ、峰入の先達職を想起させる阿伽井坊・峯坊や池西坊・清水坊・中尾坊の諸坊、

浄童・了円・慶円の承仕により修験霊山の一山組織「村山修験」が形成されていたことが推測される。
だいごじ

室町初期の応永5 (1398)年に醍醐寺にもたらされた伊草山密厳院の関東知行地注文案には「駿州富士

村山寺」とあり、村山が末代以来関係の深い伊豆山走湯山領で、あったことが記されている。文明18(1486) 
どうこう

年に聖護院門跡道興 (1430"-'1501)が村山を訪れ、「高ねには秋なき雪の色さえて、紅葉ぞ深きふじの村

山」と詠んで以降、「村山修験」は、熊野三山検校で、あった天台宗の聖護院門跡を本山とする本山派修験

との関係を深めていく。この頃の「富士山興法寺」の景観が、狩野元信の壷形朱印が捺された『絹本着

色富士憂奈羅図Jに描かれている(巻頭図版2-1)。蔓茶羅図は、東海道筋から三仏のいます山頂の富
ぜんじよう

士禅定をめざす参詣者の姿を生き生きと描写している。画面下方の東海道筋から三段目に位置する「興

法寺」は、「すやり霞」によって二段目の大宮町と四段目の中宮八幡堂の聞を仕切られている。たなびく

霞の中央に大日堂、左に浅間社、右に神楽殿が描かれている。入母屋造の大日堂の縁には、腰をおろし

て堂内の仏像を拝する男と横に立って縁起を説明する男がいる。堂の前には槍を手にした従者の男がい

る。堂の裏手には、白装束に編み傘の若い女と猫背の女の 2名がいる。浅間社拝殿には編み傘を被った

男2名が大日堂の方を向いて腰掛け、赤衣の童子の説明を聞いている。槍持ちの従者と男が拝殿に向

かっている。社殿は茅葺き、入母屋造りで、柱は朱塗である。裏手には四座の末社が鎮座している。神

楽殿では神楽鈴を右手に持った選女が鼓に合わせて舞っている。 m女は赤衣に白衣を羽織り、男は白装

束に烏帽子を被っている。憲祈祷を行うm女と修験の夫婦だろうか。舞台下手に座る老女は亙女をみつ

め、舞台の前には赤衣の童子と白装束に編み傘の 3名の女がいる。後ろの赤子を背負った子守の女は白

装束だが編み傘を被っていない。神楽殿下方の霞のわずかな切れめに水垢離場があり、下帯姿の 3名の

男と湯巻姿の女が槌から落ちる水で身を清めている。大日堂裏では笈を背負う従者と法衣姿の4名の僧

侶と俗体の男が白装束に編み傘の男に案内されている。大日堂の右手には腰に引敷を下げた男とつづら

(あるいは連雀か)を背負った従者が渋染衣に編み傘の男に案内されている。神楽殿と大日堂の上方に

は2本の杉が重量え立ち、それぞれ二座の社が鎮座している。右手に進む僧侶の集団と上方に歩く 3名の

男達は案内人が指さす中央付近の社に向かっているようにみえる。大棟梁権現社であろうか。村山の集

落付近は、「すやり霞J に包まれている。当時30余りの坊があったとされる大宮道者坊は8軒、山中の御

室大日堂の室は10軒が描かれているが、村山では「興法寺」以外の建築物は描かれていない。「興法寺」

境内には、 33名の人物が描かれており、内訳は、男性が21名、女性が9名、性別不明の童子や子どもが

3名である。興法寺に関係する人物は、案内・説明役を務める 3名の男、童子2名、神楽殿の亙女と鼓

の男の2名で、合計7名と考えられるが、神楽殿下手の老女も含まれるかもしれない。戦国期の村山は、
かとういちらん

今川・北条・武田の攻防に巻き込まれた。河東一乱 (1537"-'54)では、今川氏から村山の坊宛てに朱印

状や判物が発給され、村山修験は今川方に立って北条の勢力と対抗した。天文11(1542)年の今川義元

から大内按察使坊への朱印状は駿遠の山伏に伊豆の透山伏を監視させ、間諜の役割を担わせた。天文22

(1553)年の今川義元から大鏡坊への判物は、村山一山の提を定め、ほぼ同じ内容の文書が4度発給さ
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れている。永禄3 (1560)年の今川義元の敗死によって今川氏の勢力は急速に衰え、北条氏や武田氏の

脅威にさらされることになった。天正8 (1580)年には北条勢によって村山一山が焼かれた。一山の主

導権は、辻之坊、三光坊、大内按察使坊、慶覚坊、大鏡坊、東専坊、慶覚坊、大鏡坊とめまぐるしく変

わったが、戦国末期から近世初頭にかけて辻之坊・池西坊・大鏡坊の村山三坊による一山支配が確立し、

寛永18(1641)年には徳川家光から三坊に所領が安堵されている。

近世の村山三坊は、急速に信者を増やす富士講に対して、聖護院宮御誼末院の本山派修験として、富

士行人の組織化と富士垢離の一般化を図った。富士行人の組織化は、役行者の行徳を慕い伝統の衣体と

修法に則って登山する富士行人に先達の免許を発行して推進した。富士垢離は、川辺の富士行家で、水に

よって穣れを洗い流して富士権現を遥拝することが富士参詣と同等の祈願成就になると布教した。また、

地乗航法の山あでや天候予測に富士山を利用する廻船業者や漁業者に向けて富士山船霊明神による航海

の安全と大漁祈願を説く「富士山船霊明神縁起J (K 1)を創作し、伊豆半島を巡回した。元禄10(1697) 

年には徳川綱吉が駿、河田中城主太田資産を奉行に浅間七社・本地大日堂・大棟梁権現社・諸末社を造営

したが、宝永4 (1707)年の大地震によって崩壊した。近世の村山と村山口登山道は、江戸初期の奈良

東大寺僧手記『寺辺明鏡録』、後期の『駿河閤新風土記』等に記され、大鏡坊が嘉永7 (1854)年に寺社

奉行に提出した「富士山室小屋建立古帳面写J (K64)によると寛文年間 (1661""1673)に先達や講元に

よって山中に多くの室小屋が建造された。万延元 (1860)年にはイギリス公使オールコックが大鏡坊に

宿泊して外国人初の富士登頂を果たし、その様子を『大君の都』に記している。村山三坊の衰退の原因

となった出来事も近世に起こっている。明暦2 (1656)年から延宝 7 (1679)年の24年に及ぶ富士野入

会論争では、今川領国時代からの証文を根拠に入会地の領有支配を主張する村山三坊と把料や水路・社

寺・家屋修理用木材として入会地の草木利用を主張する入会42ヶ村の問で争われた。裁許では村山敗訴

となり、大鏡坊・池西坊は追放されて無住となり村山三坊の伝統的権威は衰退した。宝永4 (1707)年

の大地震と富士大噴火によって登山道と山中の堂社・室小屋も被害を受けた。安永8 (1779)年の幕府

の裁許によって富士山八合目以上の大宮浅間神社の支配権が確立した。山頂の大日堂は村山持ちである

が、富士山表口登山道の主導権は後退した。
はいぶっきしゃく

近現代の村山は神仏分離と廃仏接釈の嵐で幕を上げた。幕末維新の動乱に際して、大宮浅間神社では

大宮司富士亦八郎らを中心に結成された駿州赤心隊が東征軍に加わったが、村山の動きは不明である。

東照宮を杷る聖護院直末院は慎重に事態の推移を見守っていたのかもしれない。しかし、新政府が天皇

の権威の高揚とキリスト教への対抗のために布告した神仏分離政策には対応せざるを得なかった。大鏡

坊は富士大鏡と改名し、別当職から還俗して神職に就いた。池西坊は富士司、辻之坊は富士一司と改名
おおなむちのみこと

して神職となり、村山王坊は本山修験聖護院から離れた。大棟梁権現社は大己責命を祭神とする富士大

神社として現在地に遷され、「大棟梁」と仰がれた末代も神仏の世界から弾き出された。富士根本宮境内

地と大日堂の聞には境界が建てられた。明治 7 (1874)年には富士山頂の仏像が取り除かれ、頂上の大

日堂跡には浅間大神が鎮祭された。大日仏は村山浄蓮院に引き渡され、村山の大日堂には多くの仏像が

納められ戸締まりされたという。明治39(1906)年に村山を経由せずに大宮町から万野・山宮を通るカ

ケスパ夕日新道が聞かれ、「登山客」の多くは新道に向かった。富士禅定をめざす「参詣者J を迎え入れ

ていた宿坊は役目を終え、村山を後にしたが、 19世紀後半から20世紀中頃まで浄蓮院北畠氏と大宝院秋

山氏による法印活動が続けられた。 1970年代より村山の歴史を見直す文献が相次いで、発表され、地域住

民による水垢離や採灯護摩の奉修等、地域おこしの努力が続けられている。『富士山村山口登山道遺跡調

査報告書~ (1993) や『村山浅間神社調査報告書~ (2005)等の質の高い調査研究が富士宮市教育委員会

を中心に行われている。
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1553 
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第E章調査の方法と経過

第E章調査の方法と経過

第 1節調査の方法

調査の目的である旧大鏡坊富士氏文書「山内屋敷分配井略譜蝶J (天保3年) (K124)掲載の村山集落

絵図と現況地形との整合状況を確認するために地形測量と確認調査を実施した。地形測量は、東は村山

浅間神社境内、西は西見付跡と主要地方道白糸滝公園繰、南は国道469号線と東見付跡、北は村山浅間神

社境内と辻之坊墓所で区画された地区を測量対象として、平成20年5月7日から側フジヤマにより測量

業務が開始され、 6月3日には粗図を受け取った。測量面積は、 134，000ぽだった。地形測量図と県世界

遺産推進室・県教育委員会文化課・富士宮市教育委員会との現地踏査から候補地を選び、旧池西坊跡の

山本商唐調査区・旧辻之坊跡の児童公園調査区・伝登山道跡調査区の3箇所の確認調査地点を選定した

(註1)。確認調査は、 トレンチ掘削による遺構・遺物の確認、土層観察の方法を採った。掘削は入力に

よって行い、写真は必要に応じて随時撮影した。写真撮影には35mmサイズの小型カメラ、およびブロー

ニー版6X7凹サイズの中型カメラ、三脚を使用した。フィルムは35醐カラー・リバーサルの 2種類及

びブローニー版白黒フィルムを使用した。平面図・土層断面図・遺構図などの図面は、光波測距器とコ

ンビューターを用いて作成した。遺物の取り上げは、「一括取り上げJ としたが、一部の陶磁器と銭貨は

光波測距器とコンビューターを用いて座標植を記録した。平成20年9月に宿坊跡の古い石垣の記録を残

すため、側フジヤマによりレーザー測量を実施した。

註 1 大鏡坊墓所の東北東約50mの畑から石垣が出たが埋め戻したとの証言を村山浅間神社責任総代

や地権者から得た。今回は確認調査の実施には至らなかった。

第2節調査の経過(第4閥、第5表)

1 山本商庖調査区(第4図、写真図版 1) 

山本商店調査区は、村山浅間神社の宮前から西約60mの富士宮市村山1165-1に所在し、|日池西坊跡

に比定される区域である。確認調査は、平成20年6月24日から 7月3日まで、行った。調査区は、宮前か

ら西に延びる道と登山道の交わる丁字路から南約20mの畑の一部に設定した。地権者の協力により調査

区の種蒔きを遅らせてもらった。掘削は、ジョレン・スコップを用いて人力により行い、周聞の作付済

みの畑を守るため排土は土嚢で囲んだ。カーボン粒を微量に含む暗褐色で柔らかな耕作土が約0.2mの深

さまで続き、耕作による撹乱が想定されたため、調査区西側に東西0.5m、南北6.4mのサブ?トレンチを

入れた。深さ約0.6"-'0.7mで、黄褐色士の地山を検出し、掘削を止めた。遺物は耕作土から陶磁器片が出

土し、遺構は検出されなかった。測量、士層観察、写真撮影の後、 トレンチを埋め戻して、調査を終了

した。

2 児童公園調査区(第4"-'6図、写真図版2"-'6)

児童公層調査区は、村山浅間神社の宮前から西約70mの富士宮市村山1242-3に所在し、旧辻之坊跡

に比定される区域である。調査前に地権者である村山浅間神社総代と遊具設置者である富士宮市保健福

祉部こども未来課の承諾を得て、児童公園を閉鎖した。確認調査は、平成20年6月27日から 7月28日ま

で、行った。遊具類を避けて、 5ヶ所のトレンチを設定した。表面の砂利を移動して、人力による掘削を

開始した。約O.lmの深さで黒褐色土とにぶい黄褐色土の境界を検出し、黄褐色面を追って精査した。陶

磁器片・石製品・銭貨が出土し、遺構は石列が検出された。 トレンチ2の深堀から出土した陶磁器とト

- 9 -
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第田章調査の方法と経過

レンチ 1から出土した銭貨は光波測距器とコンビューターを用いて座標植を記録した。測量、土層観察、

写真撮影の後、区自主防災会の避難地を兼ねた児童公園としての利用状況を考慮して慎重にトレンチの

埋め戻し作業を行い、砂利を原状に戻して調査を終了した。

3 伝登山道跡調査区(第4図、第7図、写真図版7)

伝登山道跡調査区は、村山浅間神社の宮前から北約170mの富士宮市村山1242-4に所在する。『村山

浅間神社調査報告書~ (2005)において「西大濠」と記されている切り通しの中である。 7月1日の山開

きを避けて調査を計画した。調査前に地権者である村山浅間神社総代の承諾を得て切り通し道を閉鎖し

て立入禁止の掲示板を掲げた。確認調査は、平成20年7月9日から 8月 1日まで、行った。標高約515mの

舗装道路との合流地点から南西に約25m下った丸木踏段下の平坦面に設定した。当初は幅3m、奥行2

mのトレンチを設定し、のちに幅 1m、実行 1mを左右に拡張したため調査面積は8nrだった。切り通

し法面から道沿いに生い茂った笹を刈り取った後、人力で掘削した。 トレンチ中央の約0.6mの深さで硬

化層を確認した。深堀部分では深さ約 1mから拳大の石が多量に出たため、ツルハシやハンマードリル

を用いて掘削した。 トレンチ中央部の深さ約1.2mで、掘削を止めた。遺構・遺物は発見で、きなかった。測

量、土層観察、写真撮影の後、 トレンチを埋め戻して、調査を終了した。

第3節資料整理・報告書作成

資料整理・報告書の作成は平成20年9月から平成21年3月まで行った。出土遺物総点数は、 494点であ

り、内訳は、土器427点、金属器54点、土製品9点、石製品2点、ガラス 2点である。出土遺物の洗浄・

注記、実測・トレース、遺構図版作成、遺物写真は側フジヤマ、原稿執筆及び編集は当研究所が行った。

第5表村山浅間神社遺跡工程表

5月

地形測量

山本商庖調査区

児童公園調査区

伝登山道跡調査区

石垣レーザー測量

6月
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7月 8月 9月



村山浅間神社:遺跡;の調査結果
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第N掌村山浅間神社遺跡の調査結果

2 石垣実測図(附図第2図、写真図版8)

石垣の測量は5地点で実施した。浄蓮院北畠氏が居住した区域を「浄蓮院付近石垣(①・②・③)J、

大宝院秋山氏が居住した区域を「児童公園付近(I日秋山家)石垣(④)J、山本商庖東側の区域を「山本

商府石垣」とした。「浄蓮院付近石垣①」から北約25mの茶畑下の石垣を当初は「大鏡坊入口」とみなし

ていたが、開き取り調査によって昭和の構築であることが判明したため測量対象から除外した。

浄蓮院付近石垣①(写真図版8)

東西の長さ約35m、高さ約O.77'"'-'0. 85m、天端石の奥行は約O.25'"'-'0. 35mを測る。玄武岩質溶岩を大

割りした野面石を用いて、下石が作る谷へ上石をはめる谷積みで構築されている。裏側は畑であり、所々

に排水管が埋め込まれている。根石を据えて角石を右斜めあるいは左斜めにはめ込み、 3段目から 4段

目に不規則な五角形状の天端石を置いている。西から約9.45'"'-'12mは根石が除かれてコンクリートが敷

かれ、長軸約0.5m前後の大石を2段に重ねている。白地にコンクリートを詰めているため、上端約2.9m、

下端約2.5mの台形状の切り込み跡が観察できる。天端石の奥行きは約O.15'"'-'0. 3mだった。切り込み跡

を「宿坊の入口跡」と判断した。西から約12.5mの法勾配は下部約800、最上部約850 を測る。東から約

6.5'"'-'10mは角石の大きさが不揃いのため、後世の積み直しの可能性がある。

浄蓮院付近石垣②

東西長さ約16.25m、高さ約0.7'"'-'1 mを測る。石垣①と同じ石材、構築方法である。目地にコンクリ

ートを詰めている部分が多い。民家出入口から北北東に向かい、上り坂で段数を減らして終息する。

浄蓮院付近石垣③

東西長さ約18.75m、高さ1.1'"'-'1. 3mを測る。裏側は、西約3.75mは花壇、東約15mは民家の庭である。

庭部分は、石垣の上に小石を混ぜ込んだコンクリート製の笠石を据え、 5段積みのブロック塀を構築し

ている。石垣①・②と同じ石材、構築方法であるが、目地にコンクリートが詰め込まれ、凹凸の多い石

面が中央の下段に見られる。西から東に道路が下がるのに合わせて 4'"'-'5段で構築されている。

児童公菌付近(旧秋山家)石垣④

浄蓮院付近石垣と同じ石材、構築方法である。玄関石畳によって石垣は東西に分かれ、東側は登山道

に沿って北北東に向きを変える。裏側は児童公園の生垣である。西側は東西長さ10m、高さ約0.2'"'-'0.9m、

天端石の奥行約0.35mを測る。 2'"'-'4段の上にコンクリート製の笠石が据えられている。法面の凹凸が

激しい。玄関西約 1mの法勾配は下部約70。、最上部約750を測る。玄関部分は、上端約2.8m、下端約2.4m

を測り、全面に石畳が敷き詰められ、児童公園に向かつて上っている。東側は東西約 5m、西から東に

道路が下がるのに合わせて高さ約 1'"'-'1. 2m、天端石の奥行き約0.3mを測り、 4'"'-'5段で構築されてい

る。登山道に面した石垣は南北約10m、高さ約0.2'"'-'1.2mを測る。登山道の上り坂にあわせて 5段から

段数を減らしてゆく。北側は崩落している。

山本商庖石垣(写真図版8)

南北長さ約25m、約0.45mのコンクリート土台上に高さ1.4'"'-'1. 5mを測る。裏側は納屋と畑である。

中央部下段付近は苧み加減になっており、目地だけでなく全面がコンクリートによって補強されている。

実測図では小さな多量の石によって構築されているように見えるが、補強コンクリートが石積みを隠し

ている。天端石はほぼ揃えられている。南側の高さ約1.6mのコンクリートの壁が石垣に変わる付近から

北に台形状の切り込み跡が観察できる。上端約 6m、下端約4.6mを測る。目地には白色のコンクリート

が詰め込まれているが、北側の補強コンクリートとは発色が異なっている。長軸約0.05'"'-'0.5mの大小様々

な石を乱積みにしているが、法面の凹凸は少なく、石面は加工されているため、他の場所で使われてい

た石を再利用した可能性もある。この切り込み跡が「池西坊入口跡」であるとの地元住民の証言を得た。

南壁から約6.5m付近の法勾配は下部約400、中間部約700、最上部約80。を測る。

- 13-



第2節遺構と遺物

1 .遺構(第4'"'""7図、写真図版 1'"'""7) 

(1 )山本商届調査区(第4図、写真図版1)

山本商庖は、宮前から西に延びる道と神社西側の「六道坂」と通称される村山口登山道の交わる丁字

路の南に位置する集落内唯一の食品雑貨屈である。調査区は、民家を聞に挟んで丁字路から南約20mの

植え付けの行われていない畑の一部に設定した。畑の南側と東側は石垣に固まれ、道路面より約1.8m高

くなっており、盛土して整地されている。山本商庖付近は、嘉永4 (1851)年の「富士山表口南面路次

社堂室有来絵図」では18世紀後半以降の「池西坊当屋敷」に比定される区域である。標高は約490mで、あ

り、調査区の東5mには稲荷を記った嗣、東南10mには!日池西坊入口を塗り込めた石垣が残されている。

調査面積は28rrfで、東西4m、南北 7mのトレンチを設定した。掘削前に敷地内で陶磁器片を表面採取

した。人力による掘削を開始したが、カーボン粒を微量に合む暗褐色で柔らかな耕作土が深さ約0.2mま

で続いた。耕作による撹乱を確認するため、調査区西側に東西0.5m、南北6.4mのサブPトレンチを入れ、

深さ約O.6'"'""0. 7mで黄褐色土の地山を検出した。土層はすべて耕作土であり、耕運機による撹搾を受け

ていた。遺物は耕作土から陶磁器片が出土したが、池西坊跡に繋がる遺構は検出されなかった。

(2)児童公園調査区(第 5'"'""7図、第6表、写真図版2'"'""6) 

児童公園調査区は、宮前から西に延びる道と神社西側の「六道坂」の交わる丁字路の西北に位置して

いる。「富士山表口南面路次社堂室有来絵図」では、登山道入口の鳥居の西側で18世紀後半以降の「辻之

坊当屋敷J に比定される区域である。児童公園の敷地は、最後の村山法印として昭和10年代まで修験活

動を続けた大宝院秋山家の所在地であり、公園入口の門柱や石垣は秋山家当時のままであるとの証言を

得た。秋山家は天保11(1840)年から明治28(1895)年まで北側の現消防団第15分間の地所に居住して

いたが、明治28年の火災により護摩堂・屋敷が焼失したため、児童公園地点に屋敷を移し明治28(1895) 

年から昭和23(1948)年まで居住した(富士市立博物館「富士山の法印さん一大宝院秋山家資料展J (平

成21年 1月6日'"'""3月8日)展示資料を参考にした)。その後、村山浅間神社の所有地となり、火の見櫓

が設置され、区自主防災会の避難地を兼ねた児童公園として地元住民に利用されている。滑り台・ジャ

ングルジム・鉄棒・平均台等の遊具をさけて、 5ヶ所のトレンチを設定した。標高は約490mで、あり、調

査面積は約20.345rrfである。

トレンチ 1は、火の見櫓から北 2m、西側の階段から東約 1mの地点を起点として、南北 1m、東西

7mに設定し、深さ約0.28'"'""0.36mで褐色土の地山と考えられる層に至った。西隅には遊具の基礎部分

が地中に残されていたため、南北約0.88m、東西0.96mの範囲は撹乱と判断した。遺構は検出されなか

ったが、円形状・舌状・溝状の 3箇所の平面プランを観察できた。円形状の落ち込みは、商壁から東へ

約 2m、北壁から南へ約0.16m、深さ0.4mの位置で観察された。落ち込みの中に3個体の石が並び、石

の間から銭貨「景徳元費J (遺物番号17)が出土した。暗褐色の色調で、南北0.4m、東西O.4mを測る。用

途や年代等の詳細は不明であるが、柱穴の可能性も考えられる。舌状の落ち込みは、西壁から東へ約4

m、東壁から西へ約2.16m、南壁から北へ約0.16m、深さ約0.32mの位置で観察された。北壁で切られ

ているが、北側に延びていると考えられる。暗褐色の色調で南北0.88m、東西0.8mを測り、用途や年代

等の詳細は不明である。溝状の落ち込みは、西壁から東へ約 4.96m、南壁から北へ約O.16'"'""0. 2m、北

壁から南へ約O.48'"'""0. 56m、深さ約0.28mの位置で観察された。東壁で切られているが、東側に延びて

いると考えられる。暗褐色の色調で、南北O.24'"'""0. 32m、東西2mを測り、用途や年代等の詳細は不明で、

ある。遺物は、陶磁器と植木鉢の破片が出土した。第 1層の砂不IJ}曹は児童公園造成土である。第2層の

- 14-
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*'褐色~日計局色土
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土層説明
1 トレンチ
2. lOYR 3/3 
3. lOYR 2/2'"-..，2/3 
4.. lOYE 3/2"'-'3/3 

lOYR 3/2 

6. 1 OYR 5/6~4/6 
7. lOYR 3/3 
8. lOYR 2/2 

5 



石列(第6図、写真図版6)

石列は、児童公園の東北部より検出された。児童公園を囲む南側の石垣から東北に約 5m、東側の石

垣から西に約2mの付近を起点として北北東に約6.6m延びていた。深さは約O.15""""0. 18mである。北側

の児童プールの舗装と金網柵によって途切れているが、舗装の下に石が見えていたので、さらに北北東

に延びている可能性も考えられる。桜の下に露出していた3個体の石は根によって持ち上げられており、

さらに南の 2個体の石も根に支えられているのが観察された。石列は16個体の石によって構成されてお

り、上面の高さおよび右側面の列はほぼ揃えられていた。軸に対する石の長さは最長が約0.9m、最短が

約0.18m、平均は約0.4mだった。軸に対する水平方向は凹凸があり、石の長さも最長が約0.36m、最短

が約0.2m、平均は約0.29mだった。石列の段の有無を確認するために、石の右側を拡張するとともに深

さ約O.36""""0. 46mまで掘り込んだ。石列の下に石は確認できず、一段であることが判明した。児童プー

ルから南約1.3mの石列の左側には拳大の石が散乱していたが、掘削しなかった。起点から約2.16mから

約4.2m付近には、石列に並行してジャングルジムが据えられており、設置時には石列が意識されていた

と思われる。石列は旧秋山家の施設の一部と考えられるので19世紀後半から20世紀中頃まで使用されて

いた可能性がある。用途は不明である。

(3)伝登山道跡調査区(第4図、第7図、写真図版7)

伝登山道跡調査区は、神社西側の「六道坂」に並行して林の中を北東に向かう切り通しの中に設定し

た。この切り通しが昔の「六道坂」であるとの伝承が残されており、地元有志が中心となって入口付近

には「富士山村山口」の石碑が据えられ、石畳の道づくりが進められている。調査区は、標高約500mの

駐車場からは北東約95m、標高約515mの舗装道路との合流地点から南西に約25m下った丸木階段下の標

高約511mの平坦面に設定した。設定に当たり、石畳、切り通し脇の樹木、樹木の間に張られた七五三縄

と紙垂に影響の及ばない数か所の候補地点から絞り込んだ。切り通しの法面から道沿いに生い茂った笹

を刈り取ったのち幅3m、奥行2mのトレンチを人力で掘削した。北東側の高い場所からの土砂の流れ

込みと考えられる柔らかな士層が続いたが、 トレンチ中央の深さ約0.6mで幅約0.8mの硬化層を確認し

た。一時期、道として利用された可能性も考えられるが、詳細は不明である。地山と考えられる深さ約

1mの黄褐色土まで、掘り下げたが、遺構・遺物は発見で、きなかった。人工的な地形改変の有無を確認す

るために、切り通しの法面を左右それぞれ約 1m拡張するとともに、 トレンチ北東部の幅約0.6mを深堀

した。深堀部分では深さ約 1mから拳大の石を多量に合む岩盤になったため、ツルハシやハンマードリ

ルを用いて石を破砕して上げた。法面の固い岩盤を垂直に近い角度で切り落とした結果、地山を掘り込

んで人工的に地形を改変している様子が土層断面で観察できた。改変が行われた年代は不明である。第

1層から第6層は覆土であり、第3層上面に硬化層が認められた。 I層~刊層は地山であり、第四層は

古富士火山泥流に該当か。

第6表出土遺物座標一覧

遺物番号 細分類 器種 出土地点 層位 産地・国名 X軸 Y軸 Z軸 備考

13 陶磁器 碗 児童公園TR2深堀 6層 肥前 -81973.105 15042.602 490.497 
晴晴勾圃暢駒岨ーーーーーーーー -ー.亭司骨附帽骨骨世世出司ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー幅制.~ ~ -- ーー副.-“ー-------

14 陶磁器 皿 児童公園TR2深堀 6層 志戸呂 -81972.542 15042.312 490.344 

17 貨幣 景徳元貧 児童公閤調査区 5層 北宋 一81969.219 15033.203 491.132 

18 
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黒色~黒褐色土 しまりなし、粘恒三なし、小1議中 lnlffi~微量含む。
陪褐色土 しまりややあり、粘性なし、小E集中 1Clli'"'"'少量含む。

H音褐色ゴ- しまり極めて強い、粘性やや有り、ノト磯ゅ 5mm~~若干含む。

日音但J色士 しまりあり、粘伎なし、小磯品 5 1lilU~少量。赤色粒子微最含む。

呉褐色士: しまりあり、粘性なし、小隊中 5cm'"'-'少量含む。

J天黄褐色土 しまりあり、粘性なし、 7層土粒多量含む。

H音赤褐色j砂 しまりやゃあり、粘性なし、 φ1Cill---'~ のスコリア露。

黄褐色土 堅徹、粘性なし、や lmJ1\~灰色粒子。赤色粒子多量含むc
島色土 しまりあり、粘性あり。

偽色土 しまりあり、粘性あり。

にぶし、赤褐色土 しまりあり、:治性なし、赤色粒子ま含む。

薫褐t主Tて しまりあり、粘性やゃあり、ノj、桜中 5 四，-~少長含む。

偽色~黄褐色土。
しまり強い、粘性あり、 J築中 10cm~' ・赤褐色粒子少量含む。

7闇 伝登山道路nR
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由児童公闘出土遺物(第 9図、第8

鞠磁器(第 9 図 12'-~Jム第3

トレンチ 5より出土し

13は、 トレンチ2

17世紀第2四半期の初期伊万里である o 14f土、 トレ

ある。口緑、部に利!があり、細部にヘラ削り

桔製品(第9
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ている。

ら

る。きめが細かく、

面に麿り面がある。鉄分が付着している部分が、鎌などを砥ぐために主に使用された面である。

写真図版10)

は、銭貨、煙管、釘が出土した。釘は、児童公園調査区から出土し

和釘も 1点出土している。煙管 1点と銭貨3点を図示した。

煙管の日産首の火[阻部分である。

ほとんどが明治以降

171土、 トレ

鋳、

lの ら出土し

げしいが、

(初鋳1004)

る。

る。 18は永楽)盈!寅

8 

写真図版酬番号|器穏 口径(cm)I陣 (cω|図版番号 出上地点 思イ立 産地 器荷 (cm) 備cf，雪

8-1 9-1 ， Wi! 山本商活調査区 ま受採 問自u (6.0) |体部~底部

8-2 2 碗 IJI本商問調査区 表主主 日巴目h (4.4) 底部

8-3 93  3 碗 山本商底調査!五 衣採 He.¥前 (3.3) 体部~底部

8-4 9-4 4 F宛 w本商J吉調査区 I層 imlli1 (3.4) 体部~底部

8-5 9-5 5 碗 山本商応調査区 I層 肥前 (7.0) 休部~底部

8-6 6 llll !む*商底調査区 I 1層 瀬戸・美濃 2.1 (11.1) 6.4 口縁部へ底部

8-7 9-7 7 1者口 山本商底調査区 肥前 (5.6) 体部~底部

8-8 I 9-8 8 香炉 山本商庖調査区 ま旨採 ~I':l BÍj (13.9) ロ縁部

8-9 9-9 9 徳利 LU本商厄調査区 I居| 肥前 25 口綾部

8 -10 10-10 10 揺鉢 山本商底調査込 一括 瀬戸。美濃 (20.4) ロ縁部

9 -12 10-12 12 i剖%.iil:2:llillTR5 ←ーセ3ヰ01二 瀬戸也美濃 (13.0) 口綾部~体部
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第V章まとめ

第V章 ま と め

第 1節調査のまとめ

調査目的の村山集落絵図と現況地形との整合状況を確認するために地形測量と確認調査を実施した。

地形測量は、東は村山浅間神社境内、西は西見付跡と主要地方道白糸滝公園線、南は国道469号線と東

見付跡、北は村山浅間神社境内と辻之坊墓所で区画された地区を測量対象として実施した。測量面積は、

134，000niだった。村山の集落は、標高約500mの富士山南麓の平坦地にあり、北東から南西に傾斜する

富士裾野にバルコニー状に張り出した地形となっている。集落の東側に村山浅間神社があり、神社西側

に「六道坂」と過称される村山口登山道の起点がある。宮前から南約200mに東見付跡、宮前から西約550m

に西見付跡がある。神社鳥居前から西に延びる道は、昔も今も集落のメイン・ストリートであり、村山

の集落はこの道から派生して形成されている。集落の中心部の小高い丘に「大鏡坊墓所」、西見付跡の東

北の丘陵上に「辻之坊墓所」がある。村山の集落は、国道や道路の改良工事による以外は、大規模な土

地の改変を受けていないため、絵図に残されている区闘を現在まで残していると考えられる。宿坊跡の

石垣の記録を残すために5地点で測量を実施した。地元住民からの証言を得て、「浄蓮院付近石垣①」西

側の台形状の切り込み跡を「宿坊の入口跡」、「山本商庖石壇J の南側の台形状の切り込み跡を「池西坊

入口跡」と判断した。

確認調査は、村山三坊の rl8池西坊跡」と r[日辻之坊跡」比定地2箇所と六道坂の伝承を残す切り通

しで実施した。山本商底調査区では、焔の一部にトレンチを掘削したが、遺構を検出することは出来な

かった。土層はすべて耕作土であり、耕運機による撹拝を受けていた。しかし、表面採取を合めて多く

の遺物が出土した。児童公園調査区では、 5ヶ所のトレンチを掘削した。遺構は東北部のトレンチ4よ

り16個体の石によって構成された石列を検出した。旧秋山家の施設の一部と考えられるが、用途は不明

である。トレンチ 1では円形状・舌状・溝状の 3笛所の平面プランを観察できた。円形状の落ち込みか

ら、銭貨の「景徳元賓」が出土した。トレンチ2からは、深堀部分の岩周辺で17世紀中期から後期の志

戸自の皿と17世記第2四半期の初期伊万里碗が出土した。 トレンチ 5では遺構は検出されなかったが、

不定形と半円状の2簡所の平面プランを観察できた。土層は、秋山家の生活面、秋山家以前の生活面①、

秋山家以前の生活面②、秋山家以前の生活面③の可能性のある面が観察された。伝登山道跡調査区では

遺構は検出されなかった。トレンチ中央付近で硬化層を確認した。一時期、道として利用された可能性

も考えられるが、詳細は不明である。遺物は出土しなかった。法面の固い岩盤を垂直に近い角度で切り

落とした結果、地山を掘り込んで人工的に地形を改変している様子が観察できた。改変が行われた年代

は不明である。今回の確認調査では修験集落における宿坊の遺構検出には至らなかった。かつての屋敷

跡と比定される地点は、立地条件に恵まれているため現在も建築物があり、宿坊の主体部を検出するの

は難しい状況にある。石垣や井戸跡等の情報収集の積み重ねが必要と考えられる。

遺物は、土器427点 (86.4%)、金属製品54点 (10.9%)、土製品9点(1.8%)、石製品2点 (0.4%)、

ガラス2点 (0.4%)の494点が出土した。主体は陶磁器であり、 288点 (58.3%)を占めている。陶磁器

の時代別分布は、中世9点 (3.1%)、近世204点 (70.8%)、近現代58点 (20.1%)、時代不明17点 (5.9%)

だった。陶磁器の中には神仏祈祷に関わる器種として、御神酒徳幸IJ2点、灯明皿6点、仏花器1点、香

炉4点、合子1点、杯1点の計15点 (5.2%)があった。また 1点ではあるが、 19世紀前半の泥めんこが

出土しており、家庭と子どもの生活の一端がうかがえる。
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第2節村山集落絵図と現況地形との整合状況と修験・宿坊集落(第10~11図)

村山集落絵図と現況地形との整合状況を確認する。集落絵図は、「山内屋敷分配井略譜蝶J (天保3年、

K124、巻頭図版2)、「当山内検地水帳写J (慶長14年、 B1)、「境内分配帳J (元禄12年、寛政12年写、 K

123)に掲載されている。「山内屋敷分配井略譜蝶」には、十二支の方位、往来道筋、 θ記号の天文年間

以前からの18屋敷、回記号の天文年間増加の6屋敷、慶長年間の28分配・借地、元禄年間の52分配等が

図示され、家系閣にも屋敷地の移動が記されている。他文書では、地名、畑・林の所有者、三坊墓所が

記され、 12地区の境界が説明されている。絵図に記された自然地形、建造物、道、地名等を現況地形と

の整合の指標とした。自然地形では龍頭池・村山沢・丘陵、建造物では境内地・三坊墓所・東西見付跡、

道路では村山往還・道者道、地名では古文書資料と一致する小字名を推定の要件と考えた。推定に当た

り富士宮市の分布調査結果も参考にした (W村山浅間神社報告書一遺跡範囲確認調査編一』第百章)。整

合の対象は、資料や証言によって推定区域の絞り込みが可能である大鏡坊(1地点)、辻之坊 (2地点)、

池西坊 (2地点)の三坊屋敷地とした。地形測量図を参照しながら現地踏査と聞き取り調査を実施した。

大鏡坊は、屋敷北の丘陵、墓所、村山往還との関係、「なかのかミ 大鏡坊やしき」の記述 (K123)、分

布調査結果、石垣出土の証言等から推定した。聞き取り調査によって墓所の小高い丘の裾野は削り採ら

れて畑地や宅地となっていることが判明した。天保3 (1832)年の「山中山内社堂書上J (K60)に敷地

は961坪、建坪131坪と記されている。池西坊は、境内地との関係、移動前の墓所、村山往還と道者道と

の関係、「巳之部、東おりと」の記述 (K123)、分析調査結果、池西坊入口跡の証言等から推定した。向

上史料に敷地は675坪、建坪は142坪とあり、史料年代から天明以降の北側屋敷地と考えられる。東の辻

之坊は、境内地との関係、村山往還と道者道との関係、「くまとり 辻之坊先のやしき」の記述 (K123)

等から推定した。西の辻之坊は、屋敷北の丘陵、墓所、分布調査結果等から推定した。聞き取り調査に

よって東側の牛舎建設時に門柱らしき石柱が出土したことと墓所の丘陵は西側牛舎建設時に裾野を削り

採られていることが判明した。向上史料に敷地は616坪、建坪は102坪とあるが、「先年類焼仕、唯今仮宅」

と記され、西の屋敷地の可能性がある。村山三坊屋敷地の変遷と推定区域を地形測量図に図示した(第

10図)。屋敷地確定のためには発掘調査が必要と思われる。

三坊以外は、推定のための資料が少なく、移動も頻繁にあるため、整合の対象としなかった。しかし、

辻之坊頼元古絵図24軒は、近世文書で山内の地所名として使用される頻度が高く、人別帳控 (D1)にθ

等の屋敷印が記され、慶長・元禄年間の分配時に土地基本台帳の役割を果たしていると考えられるため、

想定区域を地形測量図に記した(第11闘。但し、園の長坊は附図第3図に掲載)。推定のためには、古文

書資料の検討と発掘調査が必要と思われる。

第14表 村山の戸数・人口推移と檀那寺宗派(三坊を除く)(D1 村山人別帳控より作成)

西暦 和暦 干支 戸数 総人口 男 女 修験 ，馬
檀那寺宗派 ( )は寺院数

曹洞宗(6) 浄土宗(3) 日蓮宗(7)
1691 克禄4 辛未 45 229 111(48.5%) 118(51.5%) 11( 4.8%) 96(41.9%) 90(39.3%) 43(18.8%) 
1701 克禄14 辛己 34 143 62(43.4%) 81(56.6%) 10( 7.0%) 10 72(50.3%) 47(32.9%) 24(16.8%) 
1740 元文5 庚申 23 109 51(46.8%) 58(53.2%) 7( 6.4%) 59(54.1 %) 31(28.4%) 19(17.4%) 
1756 宝暦6 丙子 26 96 51(53.1%) 45(46.9%) 10(10.4%) 38(39.6%) 15(15.6%) 43(44.8%) 
1762 宝暦12 壬午 23 83 37(44.6%) 46(55.4%) 9(10.8%) 3 36(43.4%) 12(14.5%) 35(42.2%) 
1768 明和5 戊子 24 93 47(50.5%) 46(49.5%) 10(10.8%) 7 37(39.8%) 14(15.1%) 42(45.2%) 
1792 寛政4 壬子 14 63 31(49.2%) 32(50.8%) 7(11.1%) 6 27(42.9%) 28(44.4%) 8(12.7%) 
1798 寛政10 戊午 13 32 20(62.5%) 12(37.5%) 7(21.9%) 3 16(51.6%) 7(22.6%) 8(25.8%) 
1806 文化3 丙寅 9 29 17(58.6%) 12(41.4%) 4(13.8%) 2 14(53.8%) 5(19.2%) 7(26.9%) 
1816 文化13 丙子 7 27 12(44.4%) 15(55.6%) 4(14.8%) 13(48.1%) 9(33.3%) 5(18.5%) 
1829 文政12 己丑 7 25 17(68.0%) 8(32.0%) 3(12.0%) 1 7(28.0%) 12(48.0%) 6(24.0%) 
1846 弘化3 丙午 14 1 43 19(44.2%) 24(55.8%) 6(14.0%) 1 17(39.5%) 21(48.8%) 5(11.6%) 
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図版 1
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1 .山本商庖調査状況(北東より)

2. 山本商庖埋め戻し後(北西より)



図版2

1 .児童公園と登山道(東南より)

2.児童公園調査前状況(西より)
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図版4

1 .児童公園TR1 

古銭出土状況

(北より)

2.児童公園TR5 

土層堆積状況

(東より)

3.児童公園TR2・5

(南西より)
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図版6

1 .児童公園TR4 (南より) 2.児童公園TR4 (北より)

3.児童公園TR4
(南東より)

4.児童公園TR4
(南西より)
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図版8

1.石垣:浄蓮院付近(南より)
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2.石垣:山本商庖(東より)
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図版10
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